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私は今回クライストチャーチの建物の移り変わりに 

着眼点を置きました。 

 

以前のＮＺはヨーロッパ調の歴史的な建造物が多くみられ 

自然と美が調和された風景が印象的でした。 

しかし今回訪問した際、馴染みのある街の中心地も 

現代的なビルが多く立ち並ぶようになりました。

 

 

これらの変化は約１３年前に起きた大地震によるものでした。 

地震により多くの建造物が壊され、美しい街並みから 

悲惨な街へと変わってしまいました。 

街のシンボルともいえる聖堂は無残なまでに崩れ落ち、 

多くの人々が悲しみであふれていました。 

私も学生時代にこの美しい聖堂を知っている身としても 

このニュースは本当に苦しく悲しい気持ちになりました。 

 



  

しかし悲しいことがある中にも嬉しいこともありました。 

ニュージーランドでは２つ目となる「屋根付きスタジアム」の 

建設作業をしていると今回のステイ先のホストファミリーから聞きました。 

新たな建設物が増えれば街も活気づいていくように感じました。 

 

聖堂・スタジアム共に建設にはまだまだ時間はかかるけれど 

双方が完成する頃には街も人々も活気が戻ることを願っています。 


